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北海道石狩炭田空知地区美唄地域における主要炭層の花粉分析報告

徳　禾　　重　元弾
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by

Shigemoto　Tokunaga

　　　　　Pollenanalyses　of　Pα1eogene　coals　have　been　done　by　some　investigators，of　Japan。

Okazaki　has　in1952described　pollens　from　the　Harutori　main　coal　seam　in　the　Kushiro　coal

field　in　Hokkai4δ．

　　　　　The　a亘thor　has　been　studying　the　pollen　and　spore　of　coals　in　the　Ishikari　coal　field

whichisanimp・rtant・nee6・n・micallyinJapan，a耳dhementi・nedheres・血eresults・nthe

researches，　The　study　was　intended　to　establish　the　standard　pollen　d量agrams　in　the　known

c・alsea血s・withwhichtheunkn・wn・nesmayわeidentifiedan4c・rrelated・

　　　　　The　Ishikari　coal　field　lie60h　the　east　df　the　Ishikari　plain　which　i＄10cated　in　the

middle　of　Hokkaidδ（see　Fig．1）．

　　　　　丁草e　Paleogene　system　in　this　field　is　divided　into　three　series　as　follows；（s曾e　F圭g．2）．

Neogene

Palebgene

r
Kawab＆ta　serie島

Poronai　series

Ishikari　series

Ashibetsuformation300－500mthick
Hiragishi　formation、（up，，shell　f．），10－500m　thick

Ikushunbetsu　fomation（Woodwardia　f、），100－3pOm　thic≧

Bibaiformation，50－350mthick

Wakkanabe　formation，60－400m　thick

YUbarif・漁ali・n・名0」38qmPthick

Ho垂okabetsuformation，70－160mthick

Nobori－kawa　formation，50－90q　m　thick

Cretaceous

　　　　　Thelshikaric・alfieldisge・f・gicallydividedint・㊥・dist逝cts，’theS6rachi，・nthen・rth

and　the　Yubari　on　the　south．

　　　　　The　Nobori－kawa　form哀tion　consists　m註inly　of　sandstone，shale　and　conglomerate　ih　the

Bibai　area　with　thickness　of　about500m，intercalating　seven　known　coal　seams。

　　　　　The　Bibai　formation　in　the　Bibai　areどincludes　more　than　four　known　coal　seams・Mgst

of　samples’were　collected　from　the　working　faces　in　many　coal　mines　ahd　they　were　divided　・’

into　coal　ingredient。

　　　　　The　author　analysed　eleven　known　coal　sea㎡s　of　the　Bibai　and　Noborirkawa　formation
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1ntheMitsubishiBibaic・almine，S・rachidistrict．τhematerial・fallthesam食1eswas

macerated　with　th今Schultze．solution　and　alkali　solvent，

　　The　time　of　maceration　was　adjusted　according　to　properties　of　these　cσals　under　treatment．

　　Themanyimp・rtantp・11e血sandsp・resweref・undinthe・早・cenec・als（seeTable．11

2）．　The．description　of　these　microfossils。was　adopted　fr6m　a　system　of　morphologi璽al

classification　of　Erdtman（1954），Faegri＆Iversen’（1950），and　the　author　also　referred　to　the

wるrks　of　Potoni6，Thiergart，Krempシ、Thomson　and　Pflug（see　Fig．5）．

　　The　abundantL　genera，of　po11ens　apd　spores　foundま血the　Bibai　and　Nobori－kawa　coal

seams　are　of　g解κ郷，丁砿04伽郷＆nd　Lα7魏types．’、

　　TheEricaceaetypewasals・f・undinal1Fc・alsea血s（s6eFig．6，71』8）．TheCツ螂，

5α加Z　andα朋α勉o郷％解o正もub－tropical　genera　were∫o血nd　in　the　Bibai　main　coal　seam．

要　　旨

　昭和26年から29年まで継続して実施してきた“花粉

分析による石炭の原植物の研究”はり技術面においてそ

の対象は泥炭から亜炭へ，さらに石炭へと進み，粘結炭

からも化石花粉・胞子の検出が可能となり，取扱い方法

、にづいても概括的な結論をだすことができた。

　したがづてぐれらの研究も基礎的な段階をほダ終り，

現在までに集めた諸資料および考案した実験方法によづ

て応用的な段階に進みつつある。

　この報告はその基礎的な研究のうち，北海道石狩炭田

空知地区において行つた分析の結果を纒めたもので，各

炭層g基本的花稀図表を作る目的をもつている。

　昭和28年6月からフ月にわたる12日間に，石狩炭田

空知地区美唄地域と赤平地域において，古第三系石狩層

群の美唄・登川両層中に含まれる主要炭層のうち11層

について試料σ）採取を行い，引続きこれらの花粉分析を

行つた。分析法は特に石狩炭に璋するよ．うに考案した方

法を用い，石炭中から40属および10形態の花粉・胞子

化石を検出した。

『従来石狩炭田においてはこれらの化石を検出し記載公

表した例がないので，特にそのなかの特徴種について簡

単な説明を行い・聯知の化石種との比較を示した。これ

らは石狩炭田における炭層の花粉分析的研究の基礎資料

乏なる。

　各炭層中における花粉・胞子化石の含有傾向をみると

特徴種の分布あるいは花粉群の組合せにおいて炭層群単

位で明瞭な差異が認められる。

　1炭層における混合試料の分析値を概観すると，全般

的に樹木種花粉と非樹木種花粉との比は美唄炭層群にお

いては小，登川炭層群では大である。炭層中における花粉

と胞子の含有量の此は，美唄本層において胞子が著しく

多いほかはほ買胞子数は花粉数の10分の1程度である。

　花粉群中における種類についてみれば，Ω鰐κ螂type，

Fσ9％5type等の落葉性潤葉樹が花粉総数の50％近くーを

占め，針葉樹は少ない。この傾向は全炭層を通◎て普遍

的な特徴である。ρ

　化石種中の特徴種としては，美唄本層から1よSα6〆，

■qyaαε（ソーテツ），C∫鮒α解o郷％郷（クスノキ），M％5α（バ

セウ）等の暖帯性の花粉を産し特色を示している。現在

の植生を基礎として考えると，美唄層堆積の初期と登川

層堆積の終期に温暖期の存在が予想される。

　炭層の堆積状況を坑内における肉眼観察に基づいて考

察すると，輝炭・暗炭等の堆積上の変化性が各炭層にお

いて明らかに認められ，上盤際および下盤際に含媒部が

多い・また前述の美唄本層は暗炭部が多．く特異な堆積を

ぶしている。

　，この報告は空知地区最南部の美唄地域の結果を纒めた

ものであるが，昭和28年度には空知地区赤平地域，昭

和29年度には歌志内・砂川両地域において，主要炭層

から分析試料の採取を行つたので，実験がすみ次第順次

これらの分析結果を報告する予定である謁）。

，1．緒言註2）

1
北 海道のほ買中央部に位置している石狩平野の東方に

は，夕張山脈の西麓一帯に石狩炭田が分布している。こ

の炭田の層序・炭層の堆積状態・地質構造・古生物等に

っいては，すでに多くの重要な調査や研究がなされてお

り，その成果も著しくあがつている。

　しかし1石炭を質的な面からみる研究一特に溶蝕法

　（mαcerat…on）を用いて石狩炭の構球要素の1．？である

微植物体の内容を明らかにするこζはまだ議みちμたこ

とがなく，またさらにこれらの含まれ方によつて炭層の

聖
特

微をとぢえ，炭層対比に応用することも行われたこと

がない。

　昭和26年から着手した石炭の原植物の研究の一部と

　註1）産出した花粉・胞子化石については別に一括して記載する予定で

　　ある。、
　註2）本稿は・・花粉分析による石炭原植物の研究η第2報である。
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して，筆者はこの石狩炭の花粉分析を行つた。そしてさ

らに石狩炭田の昏地において主要炭層の花粉学的特徴を、

とらえる試みを続行中である。

　この報告は昭和28年6月30日から7月11日までの，

間に，石狩炭田空知地区において行つた研究調査のうち

の美唄地域の結果を纏めたものである。

　昭和28年には，空知地区の南部美唄地域と北部の赤

平地域において外業を行い，昭和29年度においては前

記2地域の中間にあたる歌志内と砂川地域において，分

析試料の採取を行つた（第1図参照）。
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第1図　石狩炭田空知地区試料採取箇所位置図（昭和28年度〉

Fig．1　M＆p　of　the　Ishikari　coa1・field　area　showing

　　　collecting　localities（1953）

　　　（1）三菱美唄2坑：No．2Colliery，Mitsubishi

　　　　Bibai　Coal　Mine
　　　（2）三菱美唄竪坑：Shaft　area，　Mitsubishi
　　　　。Bibai　Coal　Mine

　　　（3）住友赤平2坑3Akabira　Colliery，’Sumitomo

　　　　Coal　Mining　Co。
　　　（4）駄馬沢＝Danman6sawa

　室内実験の結果，美唄地域においては炭層中から多く

の花粉・胞子化石がみいだきれ，ごれらを基本として研

究を進珍つつあるが，炭層別の特徴・含有傾向等もこれ

らを基としてとらえることができるまうになつた。

　研究の実施に際しては種々の制約があるため，まず目

的を空知地区の美唄層と登川層に含まれる主要炭層の分

析におき，試料の採取方法としては坑内において肉眼に

よつて認められる炭層の堆積状態の変化ごと註3）に1単

位として採取した。各炭層によつて採取試料の数は異な

るが，美唄地域においては11炭層から総計53個の試料

註3）例えぼ暗炭・輝炭・衣み・含媒部等・

を採取した。

　これらの単位ごとに採取粉末平均試料を作り．，きらに

これらを纒めて1炭層を代表する試料とした。この報告・

では石狩炭の分析法とこの代表試料による各炭層の特徴

を記載した。

　石狩炭の分析法および花粉・胞子化石の同定について

はまだ多くの改良・考察および習熟が必要であり，分析

した結果の地質学的解釈のうえにも今後研究すべき問題

がある。

　花粉・胞子化石の同定については東京大学植物学教室

亘理俊次博士の助言．と，東邦大学薬学部幾瀬まさ氏の協

力によるところが多く，昭和28年度の外業については，

三菱鉱業美唄鉱業所日隈四郎・工藤昭光両氏，’住友石炭

赤平鉱業所大瀬知雄・小笠原謙竺の諸氏の協力を受け・

また三菱鉱業本社生産部地質課・住友石炭砿移部地質課

の方々の御配慮を受けた。こ＼に厚く感謝の意を表する

次第である。

　室内実験にづいては石炭課尾上亨が一部を担当した。

2．炭　　暦

　2・1　炭層の賦存概況

　石狩炭田空知地区美唄地域は，札幌市の北東方約50

kmにあり，空知地区の最南部にあたる。この地域にお

いて稼行している炭鉱には三井鉱山美唄鉱業所および三

菱鉱業美唄鉱業所があり，ともに空知地区における有数

の大規模な炭鉱である。

　今回花粉分析を行ったのは，三井美唄鉱業所の東に接

する三菱美唄鉱業所鉱区内に分布する主要炭層で，登川ξ

夕張両層中の炭層を採掘中の2坑の坑内と，美唄層中の

美唄本層を採掘中の竪坑区域坑内で試料の採取を行つた。

　三董美唄鉱区内においては，東縁に空知背斜の西翼を

構成している白墓系函淵砂岩層があり，これを最下位と

『してその西に上位の第三系石狩統の登川・幌加別・夕張・

若鍋・美唄・羊歯の各層が順々に帯状をなして分布して

いる。しかし鉱区中央部では浅い向斜構造があるため，

羊歯層が広く分布している。また鉱区の中央部を東西に

流れる美唄川の北岸にそつて東西に走る美唄断層がある．』

　おもな爽炭層は前記の登川・夕張・美唄・羊歯の諸層

で．今回分析試料の採取を行つたのは白璽系’に接して西

に急斜（50～70。）している部分の登川層中の炭層（2坑）

と，浅い向斜構造のため盤ノ「沢附近の地下にほ穿水平に

伏在する美唄層中の炭層（竪坑）である。・

てれらの区域に賦存している炭層の試料をすべて採取

することは予定きれた期間内では不可能であつたので，

調査の対象を狭めて2坑坑内の厭坑において登川層中の
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下12番・下11番・下10番咳下9’番・下8番・下7番・

下6番の7炭層から採取し，たま2坑坑内の別坑道にお

鵯いて夕張層中の下5番・下4番・下3番の3炭層の試料

を採取した。美唄炭層採掘中の竪坑坑内区域においては

ll
κ4離r　OF

O6凋∠8ε0

美唄本層・2，番・3番・4番の4炭層の試料採取を行つ

た（第2図参照）。㌧

　2．2坑内における炭層の肉眼的特徴

　炭層の堆積状況を坑内において観察した結果と，，試料

の採取区分については第3図および第4図に示してある

が各炭層の共通な性質としては石英の質はきわめて硬

く，輝炭部が多いことである。

　また暗炭・輝炭・爽み・含媒等の堆積の変化に基づく
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　　　　第3図美唄炭層群炭柱図
Fig。3Sections6f　the　Bibai　Seams　in　the　Bibai　area』

グρρ∂ρ
∠0躍8’

　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　■套。昏

∠〃0．7

、“。，皿1麟譲

乙脚・羅，鑑4鋤鋤
．∠μ0〃
　　　　麗脇、ま。㍑∂ボ・

∠惚〃　　　　・　　　諜
　　　　目　　　　　　頁岩　　　　・1
　　　　　　5ル∂を　　　・包
　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　じ磁
、 だ圃糠臨㈱．伽，

　t
　ノ〃〃”

　　　　團驚鵬，げ5，，♂5如，

　50　　　・

　　　　㎜塒薪
　o　　　　　　　、
　　　　　　　　一

　　　第2図　空知地区美唄地域地質模式柱状図

Fig．2　Generalized　stratigraphical　column　of　the

　　　Ishikari　Series
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　　　　第4図登川炭層群炭柱図
Fig，4　Sections　of　the　Noborikawa　Seams　in　the

　　　Bibai　area
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炭相の区分が明らかである。

　各炭層における石炭組織成分の概括的な割合は次のよ

うである註4）。以下の記述においては次の略号を用いた。

　　V：輝炭部（Vitrain）

　　A：暗炭部くBright　attrita1＆Dull　attrita1）

　　F：炭母部（Fusain）

　　1：不純部（lmpure　coa1）

　　P：爽み（Parting）

　美唄4番層1．V：61％，A：17．2％，P：21。8％。一

　上，下雌とも頁岩で註5），炭層には爽みが細かくはい

つており，縞状を呈する部分がある。暗炭部には微粒の

號珀粒が散在する。

　美唄、3番層　V：56％，A：17％，1：2％，P：25％

　爽みが多くはいり，輝炭部と暗炭部とが縞状に細かく

互層レている・

　美唄2番層　V：54％，真122％，1：8％，P：16％

　炭層の上半部は爽みが多くはいるが，下半部は輝炭部

が多い。上下盤とも頁岩である。臼

　美唄本層　V＋A：89％，1：11％

　美唄層中の最下位の炭層で最も厚く，坑内においても・

堆積状況の変化が少ないように観察きれる註6）。上盤近

くに含媒註7）の部分がある。VとAとの差は坑内にお

いては区分しがたかつた。上盤の頁岩からは部分的に

5励α1が産ずる。

　登川下6番層　V＝72％，A：5％，1：23％

　登川層中の最上位の炭層で，現在稼行中であるが，登

川層中の他の炭層と、較べて倉媒の部分が多い。炭層の下・

部は炭質頁岩と含媒との互層となつている。

　登川下7番層l　V：63％，A：9％，1：10％，P．：18

　％下盤近くに含媒部が多い。

　登川下8番層　V：100％

　試料を採取しだ部分は炭層のi部で，爽みは含まれて

いない。

　登川下g番層　V：85％，1：4％，P＝11％

　輝炭部が多く，炭層の上位に含媒がある。

　登川下10番層　V：’69％，P：4％，1：27彩

＝炭層の下部には含媒部が多い。

　登川下11番層　V；86％，1：9％，P＝5％

　登川層中の最も厚い炭層で・．輝炭部が大部分を占めて

いる。

註4）この肉眼的分類はWagner21）によるU．S，G。S。における
　　石炭の肉眼的分類に基づき，不純部のうちに含媒を含ませる。“衣み’7

　　は凝灰質岩または砂岩である。．

註5）炭柱図における黒色部にはV，A，Fの部分を含む。

註6）静水中に堆積したようにも考えられ，ドイツの66Gyttja’1と同じ

　　と思われる。
註7）炭質頁岩が圧力により砕けたもの。にぶい光沢丙をもち・片状に

　　剥理する性質がある。

登川下12番層　V：～60％，A：24％』P：16％

登川層中の最下位の炭層で，頁岩の爽みによつて上下

に2分きれている。

3．分析法
　3．1　分析法についてあ12，3の考察

　3．1．1　試料採取の基準について

　炭質物堆積層を花粉分析するについては，その対象と

目的とにより試料の採取法（試料の纏め方）が多少異な

る。準炭層のようにたやすく細かく試牌が採取でき，炭

層堆積時の植生の微細な変化が追求できる場合と異なり

註8），石狩炭は質が堅く，各炭層の炭丈も亙～3mあり，

美唄地域だけでも主要炭層は約20層をかぞえる。これ

らを細かく分析するには現状では永い期聞を要する註9）。

したがつて坑内における肉眼的観察によつて分けられる

程度の石炭組織の単位ごと註10）に纏めた。丁

　これは炭層中に含まれている花粉・胞子群（pollen

flora）をできるだけよく把握するために，炭層の断面に

おいて等距離の点で採取した試料を分析するよりも有効

であり，また炭層の組織単位で観察すれば比較的対比し
　　セ
やすいと考えたからで毒る。

　この方法によつたため1炭層の花粉図表（pollen　dia－

gram）を細かく描くことはできなかつたが，炭層ごとあ

花粉含有傾向はとらえることができた。

　3ユ・2　化学的処理につ亙、て

　泥炭および亜炭と異なり石狩炭はB～D級註1手）に属す

る非粘結，あるいは粘結炭である㊧め，その化学的処理

法については，古生代の右炭を処理するに用いている

Schultze法を僅か改良レて使用した。橡本の観察の結

果，標本に対する薬品の影響が幾分認められたので今後

はき．らに考案改良した試華を用いる予定である。・

　3．1．3花粉・胞子化石同定の基準について

　石狩層群登川層および美唄層の地質時代は，従来行わ

れた種々の古生物的調査研究により古第三紀の始新世か

ら漸新世であるといわれる。花粉化右群においては産出

する個体をすべて現生植物の花粉に同定することは不可

能であり，こ㌧にその基準となるべき分類を定める必要

がある。

海外各国におけるほず同時代の褐炭田におけろ花粉分

析の資料と照合しても，石狩炭中には相当数の新種が含

註8）’泥炭の場合は炭層中を1～5cmごとにくぎり試料を採取する。

註9）美唄・登川両層中の炭層の炭丈合計は約15m，5cmごとに採
　　取すれば300個の試料となり，薄片数は2，000枚となる。

誰10）石炭の岩石的組織成分　（Durite・Vitrite・Clarite・Fusi・

　　nite）等より大きく，肉眼で見分けうる程度。米国で使つ’ている

　　Durain，Vitrain，Fusainなどに等しい。
註11）　日本工業規格による石炭分類（JIS　M1002）によるo
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まれていることがわがる。そのために美唄地域の主要炭

．層中から産出した化石花粉・胞子を形態によつて大別し

註12），そのうち現生植物の花粉・胞子と対照して同定し

得たものには属名をつけ，一型（一type）として表現し

た。また属のなかに2種以上あるときはそれらの種を番

号で表現した。また属名をも付けがたいものは形態によ

る区分のなかに入れて利用した。

　しかしこれらは便宜的な方法であつて，本稿が石狩炭

田における研究の当初の結果を扱つているため・，化石種

のうち時代的な特徴を意味する種（Zeitmarker）等が明

らかでないので前記の表現によつた註13）ものである。

　、花粉型の表現についてけ研究者により多少異なり，ま

た地質時代の差からも，植物名による自然分類よりも形

，状による人為的分類によらざるをえないことがある。古

第三紀の石炭の花粉分析など，特に始新世に属するもの

については入為的形態分類の方が適当である。

　3．2処理逼『程

　3．2ユ　試料作製法

　坑内における炭層の柱状断面上において，肉眼で見分

．けられる炭相上の1単位ごとに上位から下位にわたりrが

きおとし，これをその間を代表する試料とした。各単位

中に含まれている花粉・胞子群をよりよく知ろうとする’

ためである註14）。

　しかし炭層対比の目的で精査を行う場合には，炭層を

数cmの間隔で区切り，その区切り目におい亡試料を採

取し，これらを比較することが好ましいと考えている。、

　各層において前記の単位ごとにとつた試料註15）は，封

筒中または鉄乳鉢のなかで注意しながら砕き，40～60メ

．ツシユ註16）の飾を通し，大粒のものはきらに砕いて試料

に化学薬品を作用きせやすくする。美唄地域から採取し

た試料は各単位ごとに粉砕したのちリツフルサムプラー

にかけ，『おのおのを平均縮量し，それらの正／8程度を各単

位から集めてよく混合し，1炭層を代表する試料とし，た。

この報告においてはこの各炭層の代表試料を分析した結

果が主として扱われている。

　3・2・2　化学的処理

　註12）大別の分類はF翫egri＆Iversen4），によつたが，・」部は幾

　　　瀬5）によつた。
　．註13）解花粉分析による石炭原植物の研究”第4報として，代表的な

　　　属・種につ～・て報告する予定である・この際上述の一type　lます

　　　べて化石記載の方法に基づき新種名を付けて整理する。

　註尋4）例えば10cmの暗炭部ザあつたときは・その間の石炭をかきお

　　　とし試料袋に入れ1試料とした。

　註15）同一炭相が40cmより厚くなつた場合，20cmごとに区切つてま

　　　とめた。　・
　註16〉第三紀の石炭であれば，そのなかに含まれている花粉・胞子で

　　　200帥を超えるものはほとんどないと考えられるから，この程度の
　　　粉砕を行つても影響にみられない。大粒のま、であると，酸およ

　　　びアルヵリが完全に炭粒を分解せず，処理の最後の過程で障害が
〆　　　生ずるo

　粉化した試料のi～5grを遠心分離管または小型ビ

ーカーに入れ，ほ穿これと等量の塩素酸加里（KClO含）

φ粉末を加えてよく混じ，その上から濃硝酸（conc．HN

O3）を試料の4～5倍程度注ぐ註17）。約24時間放置し・

たのち讃8）生じた黒褐色のタール状の沈澱物が流出しな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノいよ、う注意しながら傾潟法によつて上澄液を捨る。残濱

は水洗し同様の方法で上澄液を捨る。このような水洗を

2～3回繰返し，上澄液が淡黄または黄色になつた時，

苛性加里（KOH）10％液を如える。これは沈澱物（フ

ムス質）からき．らにフミン酸を遊離きせるためである。

苛性加里液を加えると液はふた㌧び黒褐色となる。石狩

炭においてはその産地によつて相当の反応差を示し，・粘、

結性をもつ赤平炭では沈澱物は粘性が強く，』浸出液も黒

色に近い註19）。沈澱物を水洗したのち酷酸（CH3COO甘）

50％液を加える。これにより植物繊維質の部分は分解さ

れ，鏡下において花粉・胞子を観察する際障害とならぬ

ようになる。きらに数回水洗したのち残澄の沈澱物は自

然乾燥きせるかまたは恒温乾燥器に入れ〕上澄液がほと

んどなくなる程度まで乾燥きせる。このとき残澄自体が

乾かぬように注意を要する。残渣はスポイトまたはガラ

ス棒でとり，前もつて温めてとかしておいたグリセリン

ゼリーの上に落し，カバーグラスをかけ封入する。

　石炭の花粉分析においては，硝酸による処理の前に弗

化水素．（HF）または塩酸　（HCl）で処理することがあ

るが，美唄および赤平炭のように灰分（混入した鉱物質〉

の少ないものには必ずしも行う必要はない。

　以上の方法で試料を処理するについては次の試薬を加

えて予備実験を行った。

　（1）試料七硝酸…上澄液少し着色の程度。炭粉にはほと

　　　　　　んど変化がない。

　（2）試料＋酷酸…無反応。

　（3）試料＋10％苛性加皇…無反応。

　（4）試料＋Schultze法（KClO零＋conc。HNO3）…反応激

　　　　　　しく試料は分解する。

　石炭中の花粉・胞子化石を検出する場合，その石炭の

質によつてそゐ処理法が変わるが，ほダ炭作度に比例し

て試薬に用いる酸の濃度を変えて行く。

　筆者ゐ実験によれば泥炭かち低品位犀（亜炭！のF；，，

F2級程度では10％の苛性加里を，渥青炭B，D級では

Schultze改良法を用いることが好適である註20）。．

、3．2．3　標本観察法

註17）反応激しく有毒亜硝酸ガスが生ずるので注意を要する。

註18）反応をみてこの時間は短縮することもある。

註19）美唄炭および赤平炭はこの処理法にょり，これをSchultze，改

　　良法と呼んでいる。
註20）　さらに良好な標本を得るため年弱酸で処理できるように考案中

　　である。
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　グリセリンゼリーによつてヌライドグラス中に封入さ

れた標本を顕微鏡下において400倍の倍率をもつて観察

したが，美唄炭の標本中，特に微細な形態上の区別を必

要とするときは1，500倍程度の高倍率を用いた。作製し

た標本は淡黄色を呈しているためド外皮膜の特徴は染色

しないでも認めることができた。

　鏡下において視野にはいつた花粉粒を2QO個数え註21），

そのうちでの各種類の相対的な数を百分率で示した。

また石狩炭には多くの胞子化石がはいつているが，これ

らにつL♪ては花粉200個を計上する間にみいだきれる胞

子数を→応の基準とした。この混入する花粉と胞子との

割合は炭層堆積時の植生を解析するうえのユつの重要な

指数となる。

　花粉については，これらを喬木種（AP）註22）・非喬木

　（NAP）・同定不能の種（VP）に分け，それぞれの割合

をびした。

　石狩炭中の花粉・胞子化石の同定は前記のようにまだ

記載が行われたことがなく，わが国の他地域の古第三系

産の化石種についてもまつたく不明なので，こ、に新た

にその同定と記載を行う必要を生じた。

　しかしこの報告では一応分類の大別を形態分類におき

Taegri－lversen（4）等の分類にその基礎をおいた。ドイツ

の始新世の褐炭を分析した諸文献を照合した結果1石狩

炭に産する化石種と内容が非常に似ているので，属以下

の命名と記載は，Potoni6（11）（12），Thiergart（17），Rein

（13），M茸rriger（6）（7），Pflug（18）（19），Thomson（20）等の

業績を参考とした。

　図版にはすべて500倍の写真を掲載した。これ以上の

倍率によつて撮影しても，化石の表面における微細構造

が前記の化学的処理のため少し失われているので鑑定に．

はあまり役立たないと考えたからである註23）。

4．　美唄・登川炭層中の花粉・胞子化石の種類

　美唄地域において美唄および登川炭層中からみいだき

れた花粉・胞子化石のうち，石狩炭を特徴ずけ，また今

後炭層対璋その他の問題について有用であると考えられ

る種類について以下に略述する。

　FaegriとIversen（4）の定めた基準によれば，花粉は

22型，「胞子は3型に分類できる。

　石狩炭中からは現在までに花粉10型，胞子3型がみ
いだされてし～る（第5図参照）。

註21）計上する数にっいてはBarkley1）1934の理論による。

註22）AP＝arboreal　pollen喬木種の花粉の略。

　　NAP＝non　arboreal　pollen非喬木種の花粉の略。
　　VP＝varions　pollen諸種の花粉の略。．
『
註 23）各国の研究論文においてはほ穿500～600倍をもつて図示して

　　あり，これらと比較する場合にも便利である。
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．第5図

　　Fig。
i：4集粒（Tetradea¢）

2：有翼粒（yesciculatae）
3：無口粒（lnaper釦ratae）

4＝単孔粒（Monoporatae）
5：単溝粒（Monocolpatae）
6：3溝粒（Tricolpa捻e）．
7：環溝粒（Stephanoco1P・

　　　atae）
8：3溝孔粒（Tricolporatae）

9＝環溝孔粒（Stephanocolpor・

　　　atae）

萄『
　16’

⑰
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花粉・胞子分類図（Faegri＆Iversen（4）およぴ

Erdtman（3）による）

5　Principal　types　of　pollen　and　spore

10：縁溝孔粒（Perico1P6ratae）

11＝2孔粒（Diporatae）

12：3孔粒（Tripomtae）
13：多孔粒（Stephanopora。

　　　　tae）．
14：類散孔粒（Periporatae）

15：無條粒型（Alete）

16：単條粒型（Monolete）

17：3條粒型（Trilete）

　これらの型1とはおのおの多くの属が含まれる。

4．1－4集粒型註24）（Tetradeae）

Ericaceae－type（pL1，Fig，9。10）〔シヤクナゲ科〕

単粒が4個集合レた型でありその密着の形にも種々あ

る。その大きさにより一応A，B2型K分けた。A型

（Fig，10）・は40～45μ（大型）で単粒には溝が顕著であ

りB型（Fig．9）は約22μである。

　これらは美唄および登川炭層群中に普遍的に認められ

その量も美唄本層中においては花粉中の3％を占める。

註24）和名は一部幾瀬まき氏の文献から引用した。
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現生植物の花粉においてこれらと類似する形を求めれば

Rho40ヒ！6η470n〔ツ、ジ〕は、A型，yα‘‘伽伽形　〔コケモ

モ〕はB型に近似する。この4集粒型はドイツ，ライン

・川流域の褐炭田の・Pliocene乍罵oceneの炭層中からみい

だされる下記数種と近似している。

　近似種：Eric＆ceae－type　A（大）…E7加‘60ψolJ。

　　　　、6万6伽5R．Pot．

　〆　　Ericaceae－typeB（小）…E万侃‘60ψoll。

　　　　　δα1あ4郷R．Pot．

　Tツρhα一type〔ガマ〕　　　　　　　　　1

　同じ4集粒型を示すが小型で各単粒は平滑面を示して．

いる。大ききは30μ前後を示し，登川下6番層に産する。

　4．2有翼粒型　（Vesciculatae）

　花粉粒の主体の両側に気翼をもつている（第5図，2）。、

　莇85type（P1・1・マig・2）〔モミ〕，

　粒の主体の両側の気翼をあわせると全長は100μ，主体

のみは70μを示す。気翼には網状の模様をもち，P伽3

とは大きさと気翼のつき方によつて，P伽αとは気翼の

形によつて区別できる。

　美唄2番層・登川下6番層・下12番層から産出する。

　近似種：且δ観2n顔6ρoll．αZ磁郷R．Pot〔Paleont．

　　　　　91B，Taf，20，Fig．20〕

　P伽麗εtype（P1．1，Fig，1）〔マツ〕

　　同じく有翼型を示し，全長（GL）85μ，主体は54～65μ

で，翼の付け根が細くくびれている。主体と翼の間に冠

　（crest）と称するひだがある。

　 美唄4番層・2番層・登川下6番・下10番・下11番・

下12番層に産出する。

　近似種：P伽％55蜘65∫70∫4θ7Rudol画，〔Geo1．Jahrb．

　Bd．65，Taf．A，Fig．14〕

　pゼ‘6αtype　（P1。　1，Fig。　3）　〔トウヒ〕

　　有翼型を示し，全長（GL）は85μ前後であるが，翼の
　　　　ぺ
　付け根は幅広く，前記の2属と磧著しく異なる。登川6
　　　　　　　　　　ノ　番層その他に産する。新種。

　　これら有翼型を示すのは松柏類のうち且6面のほか5

　属1こ限られている。

　　4』3無口粒型（lnaperturataeまたは　Inaperturo－

　　　　P・11）

　　花粉粒は球形または楕円形をなしており，花粉管孔は『

　ないが，あるいは痕跡程度である（第5図，3）。

　　Tα灘04∫z岬z　type　（PL　1，Fig。5，PL　2，Fig．27）一、

　　　〔イチヰ〕

　　無口粒型を示し，全長は最大値2毎，球形をなしてい

　る。中来から割れる性質があり，化石種でも多くは2分

　割している。美唄3番・登川下10番・11番以外の各層

に産する。

　近似種：1朋P67伽プo　Po鼠h’漉％5（R．Pot。）（Tα∬α

　　　　・漉瑚z）〔Paleont．、91B，・Taf．20，Fig』17〕－

　Lα万灘type（PL1．Fig．11）〔カラマツ〕

　無口粒で，球形を示し，その大ききは60μである。外

壁は薄く，鍛がある。登川層中部の炭層に産する。・，

　近似種：1解p6r如ブoρoll。脚gη％5R　Pgt（cf。Lσプ魏）、

　　　　　〔Palaoht．Z。零6，Taf．6，Fig。7〕

　ハ4z‘5αtype　（P1．2，Fig．53）　〔バセゥ〕

　大形で球状を示し，大ききは85μである。表面は平滑

で外壁は薄い。美唄本層に多産し，その他の炭層ではみ

られない。新種。

　Po孟‘z郷09部oπtype（P1，2，Fig，60）〔ヒルムシロ〕

小碗や精円形・外壁關斑点が南り、・網目畢呈

している。大きさは20μである。

　美唄本層に産する。

　近似種：’cf．Poぬ〃”96渉oη‘h8858形αn’J　G．V。’

　1n砂．汐ol♂．type　A（P1，／2，Fig．56）（属名未詳）

　ほダ楕円形をなし外壁が薄い。単子葉植物の花粉と思

われる◎美唄本層・登川下10番層に多産する。大きさ

は，一40×10μ。新種。

　1πα♪．．po弘type　B（PL2，Fig，58）〔属名未詳〕

　球形をなして外壁はきわめて薄い。大ききは30μ。各

層に散在する。新種。

　4．4　単孔粒型（Monoporatae　または　Monoporo－

　　　pol1）

　花粉粒は1．つの花粉管孔をもつている。それには突出

している形が多い（第5図，4）。

　、Glッμ05渉70勧5type（Pl．1，Fig．6）〔水松〕

　花粉管孔の部分に小突起があるが，丁砿o読耀および

S悶πo毎と較べてや、細長く，大ききは30μ。外壁には

鐡があb，粒は2分割することがある。

　美唄2番層に産する．る新種。

　Cα78∬type（Pl』2，Fig．52）〔スゲ〕，

　Cα≠ε諾には種々の形があるが，こ＼にみいだされた

ものは単孔糧で，外壁には雛があg，ほダ円形で大きき

は40μ前後である，Q

　登川下6番層に産する。’

　近似種「＝σ研8諾ρ040gッ％Franch　et　Sav．3

　Monoゑ07・ρoZl・type　A（PL2，Fig・55）〔属名未詳〕

　小形で楕円形，花粉管孔は著しく突出して特徴がある。

大ききは15μ。外壁は平滑で茶褐色をおびている。

美唄4番層に産する。新種。

　Mρnolρor，ρoll．type　B（P1．2，Fig。57）〔属名未詳〕

　半球形で底面は広く外壁は厚い。大きさば底面で約20
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μ。Gramineaeに属する．美唄4番層に多産する。新種。

　4．5・単溝粒型（MonocolpataeまたはMonocolpo－

　　　PQll）

　球の表面に溝が1條ある。との型にはほズ楕円形を示　ト

すものが多い（第5図，5）b

　Cly6α5typeA（P1．1，Fig、8）TypeB（PL2，

Flg．36，37）〔ソテツ〕

　楕円形をなし，溝は顕著で末端は一蔀巻いている。外

壁には細かい斑点がある。大ききはtypeAが2βμ・

type　Bは40μである。美唄本層に産する。

　Type　A…近似種：Cッ‘厩・ρ勿5／loZJ加1α「15Wi1・＆

　　　　Web．・〔Amer．・Jour，Bot。33，’PL1，Fig、7〕

　Type　B…新種。

　G伽ゐgotype（Pl．1，Fig．7）〔イテゥ〕

　・楕円形を示し，外壁は平滑。溝は1條で，粒の大きき

は30×15μである。現生のC醒α3と似ているが，これ

より長く楕円形である。登用　11番層に産する。’

　近似型：Cッ侃466no4εr　G∫娩goα‘ε6鴛汐olJ8η〔Pa160nt，

　　　　90B．Taf，13，Fig。13～23〕

　、Mono‘ol．ρ、polJ　type　A（PL2，Fig．59）』〔属名未詳〕

　球形を示し，外壁は斑状を呈している。大ききは40μ。

美唄本層に産玄る。新種軌

　Sα6α19type．（PL1，Fig．33）〔和名無〕

　楕円形を呈し，外壁はや、斑状をなし厚い。中央に溝

が1條ある。美唄本層から登川7番層までに含まれてい

る。大ききは30μ前後。1臼

　近似種：MonocoJρo汐olJ．α7εol碗％3R．Pot．〔Pala－

　　　　ont，Z。26，Taf．7，Fig．18〕・

　その他Palmae（ヤシ科）1植物の花粉と考えられるも

’のが美唄・登川両炭層群を通じ全般にみいだきれている。

　4・6　3溝粒型、（TricolpataeまたはTricolpo－poll）

　花粉粒の面上に3っの溝がある（第5図，6）。

　3α1魏type（PL1，Fig。15，26），〔ヤナギ〕

　小形でや＼丸みをおび，溝は大きく開くととがある。』

大きさは20μ前後。Sp．1（Fig．15）は非常にふ・くれて

溝
．
は小きく，＄P・脅（Fig・26）は溝が大きい。Sp．1，2

ともに登川下6番・下11番層に産する。

　Sp，1…近似種：Tプ乞‘ol．ρρoll．76∫ゴ〆b7吻3Thomson

　　　．＆Pflug〔NotizbL　hess．・L－Amt．Bod，Taf、

　　　　12．Fig．50〕

　Sp。2…新種。

　C45珈649typピ（P1．1，Fig，25，30ン・〔クリ〕

　最も小形で15μ以下。外壁はや＼級がより斑点はない。

登川下10番・下11番等に多産する。

　近似種：丁万601ρ070ρoll。形89α6卿‘伽3R．Pot。

　　　　〔Pa1銭ont，Z．26，Taf．8，Fig。13，14〕

　116灘type（PL1，Fig．21～23，31，32）〔モチノキ〕

　や㌧椿円形を呈し，外壁の表面にいぼ状の突起が一面

にあるのが特徴である。大ききによつて2種に分けられ，

Sp。1（Fig。21，32）は大形で40×20μ，Spβ（Figl

22・23・31）は小形で2q×15μで・美唄・登川両周を通

じて各炭層に含まれている。

　Sp．1…近似種；11∫‘¢ρoll6n漉5∫1づα‘％5R．Pot。

　　　〔Palaont。91B，Taf．21／Fig．109～112〕

　Sp．2…新　種Q　　　　　　　一　　　　　1’
　9z‘召7・ぐμ5type　（P1。1，Fig殉　12～14，　16～20，28）－，

　　〔コナラ〕

　や㌧楕円形を示し，海が顕著である。大きき14より，

Sp．1，2，3に分げられるρSp・1（Fig・12・13）は最1

も大きく26×20μある。溝が顕著で，外壁は若干斑状ゑ．

示す。Sp，2（Fi言．14）は20×12μでや＼丸く，＄P・3

（Fig・、16ん20）では外壁に冬少斑点があることもあり・

大ききは24×10μ前後である。や、細長い。

　これらの形のもののうちにはΩ麗7砺5のほか数種の

双子葉植物註25）が含まμていると思われるが，一応大

ききによつて3分した。。・

　美唄および登川炭層中に最も多く含まれている。．

　近似種：Sp．1…丁万‘olpo．ρoJl．h6解∫‘∫R，pot，

　　　　〔Geo1．Jahrb，65，Taf．B，Fig，22，23〕

　　　　Sp．2…丁耽・lp・。ρ・ll．一倣r・h8n7痂R．，．

　　　　Pot．〔Geo1．Jahrb．65，Taf．B，Fig．24，25〕

　　　　SP，3…丁万‘o砂o．少oJl。1ル81α7召郷奮Thoms。

　　　　〔Pal琶ont．Z．Taξ．7，Fig、73～77，．78〕

，T7あolρ，ρolltyp“A（P1．2，Fig．35ンtypeB

　　　　　（Pl、2，Fig．45）〔属名不詳〕

　Typ“Aはや、楕円形で，外壁は平滑である。暗褐色

を呈し，40μの大ききを示す。美唄層中の炭層に多産す・

る。

　Type　B　lまや、大形で40×20μを示し，外壁に細かい

突起がある。登川下10番層に産する。いずれも新種。

　4．7　3溝孔粒型　　（TricolporataeまたはTricolporo－

　　　poll〉

　花粉粒の外壁に縦に3つの溝があり，それらのおのお

のの中央に花粉管孔がある（第5図，8）。

　Fα9％5type（PL1，Fig，24）〔ブナ〕

　球形を呈し，外壁の表面には著しい斑点がある。

　3っの溝がありおのおのの中央に管孔がある。大きさ

は24μでφる。登川下11番層に多い。

註25）Potoni6がQuercusと考えたもののうちかちその後Cupuli・
　　ferae等に一括きれたものがある。
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　近似種：FαgoゆoJZ．；P5餌40‘耀‘∫α顔5R．Pot〔Pale－　　Tプゆo匹ρoJZ。type　A（PL2，Fig。39）〔属名未詳〕

　　　　　gnt，91B，Taf．20，Fig。59〕　　　　　　　　球形で花粉管孔は円錐状をなし突出している。．・Fα9硲

　4．83孔粒型1（Trip6rataeまたはTrip・r・，Triatri・　に多少似ているが，さらに大形で・大きさは40μである・

　　　　　Po1L　etc．ン　　　　　　　　　　　　　　　登川層の炭層に産する。新種。

　花粉粒の赤道面上に3っの花粉管孔が配列している。．　　・4・9多孔粒型　（StephanoporataeまたはPolyporo・

管孔が突出している形（Extrすtriporo）や内在している　　　　　Polyvestibulo）

形（lntratriporo）等がある（第5図，12〉。　　　ρ．　　　花粉粒の赤道面上に多数（5ん8個）の花粉管孔が配

／M∬加type（PL2身Fig・51）〔ヤマモモ〕　　　　　列している（第5図・13）・

　顕著な3孔粒があり、，外形はほダ3，角形を示す。外壁　　　P渉670偲7ツ4type（PL1，Fig・29・PL2・Fig・48）・

は斑状を呈し1花粉管孔は突出している。』孔壁は厚く，　　　　〔サハグルミ〕

大ききは25μである。美唄層中の炭層に多し㌔　　　　　　　・花粉粒の赤道面上に5つの花粉管孔が配列しており・・

　近似種：T72碗7Joρoll．、診∫顔伽5R．Pot．〔Palaont．　管孔は円錐状に突出している。大ききに著しい差異があ

　　　　　Z．．26，Taf。7，Fig・48～50〕　　　　　　　り，これによつて2種に分けられる・Sp・1（Fig・48）

　・866％1αtyp6・（PL2，Fig・50）〔カバノキ〕　　　　　　は大形で40μを示し，花籾管孔の突出が著しい・登川下

　外形はや＼扁平で，花粉管孔は粒の赤道面上に3個配　　11番層に産する。Sp．2（Fig．29）は非常に小さく15μ

列し，外壁は幾分粒状を呈して厚い。花粉管孔のまわり　　程度で美唄本層に産する。たyし化石の形態は多少不明

は帯状に外壁が厚くなつている。大ききにより’Sp．1・（32　瞭である。

μ）とSp．2（27μ）に分けられる。　　　　　　　　　　　　Sp，2…近似種：PJθ70飢7解7ho⑳1毎Sieb・etZucc・9、

　登川6番層のほか数層に含まれている。　　　　　　　　　　　　〔Res．Rept．Kδchi　Unv・，No・1，PL1・Fig・2〕

　近似種：Sp．1…Tプ勿85励％lo．ρoll66伽lo∫465Pflug、　イ41n郷type（PL・2，．Fig・4L43）〔ハンノキ〕

　　　　　　（cf．B6顔14）〔Pala・nt，Z．26，Taf．6，　　　外形は5～6角形を示し，おのおのの角の頂きに花粉

　　　　　Fig’56〕　　　　　　　　　　　　　　　　　管孔がある．その外形が特徴的であるため同定は容易で

　Cαr〆％5type（Pl．2，Fig、44）〔クマシデ〕　　　　ある。大ききにより一2種に分けられる。すなわちSp』1

　3孔粒であるが，Bε伽」αに較べて丸く，外壁は薄い。　　（Fig．43）は大形（30μ）で，5っの花粉管孔があり，

花粉管孔は少し突出しているる大きさは30μ1登川10番・外壁は厚い。Sp．2（Fig。41）はや㌧小形で20μ程度で

層のほか登川各層に産する。新種。　　　　　　　　　　　ある。

　℃07ツ1％5type（P1．2，Fig，34）〔ハシバミ〕　　　　　　美唄・登川両層中の全炭層から産出する・

　3孔粒で・花粉管孔はや＼広く円錐状をなし’粒はほ’　近似種：Sp。1…・Aln％55ρ8魏渉63WodehoFle〔BuIL

穿3角形を呈する。外壁の表面は多少網目状をなし，大　　　　　　　Torrey、Bot．Club，60，Fig，40）〕
　　　　　　　　　　　　　り
ききは30μである。登川層中の炭層に産する『・　　　　　　Ul7π％3type（Pl．2，Fig。42）〔ヰレ〕

　近似種：Coプヅo診48typen〔Notizb1。hess・L－Amt・　　　花粉粒の赤道面上に5個の花粉管孔をもち・』大ききは

　　　　　Bode．Taf．・6B，Fi言．55～57〕　　　　　　　25μである。外壁の表面には多少ひだがある。登川下8

　C研ツαtype（PL2，Fig．40，49）〔和名無〕　　　　　番層から産出する。新種。

　　3孔粒であるが・廊平で大きさは40～45μ・花粉管孔　　4．10類散孔粒　（Periporataeまア；はSnbtripo「o・一

はや』楕円形をなし，外壁は多少網目状を示している。　　　　　，poll）　　　　　　　　・　　　　　底

　3つの花粉管孔は半球上にあるため1平面上においてみF　－花粉粒め赤道面および半球上に花粉管孔が散在する・

1える。大きさによつて2種にわけられる。Sp・1（Fig・　花粉粒は多角形（第5図，14）。

40）は30μで花粉管孔が小さく，Sp・2（Fig・49）は形　　・」％gl4n3type（P1．2，Fig。46，47）〔クルミ〕

が大きく40μ，外壁に粗い斑点がある。後者は」％glαn5　　花粉粒の赤道面および半球上に花粉管孔が散在する・

　と比較すればさらに大形である。いずれも登川最上部・　　形はや》扁平で，大ききは30μ。・花粉管孔は楕円形を示

最下部炭層に多産する。　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　Sp．1…近似種：5妨診7ψ070汐ollα纏1α伽55％65ρ．　　　登川下11番層のほか美唄層の下位炭層中に産出する・

　　　　ηo∫％5Pflug＆Tho卑s〔Neues．、Jb．GeoL　u．　　近似種：」％glαn5type〔Res，RePt・Kδchi　Univ”

　　　　Palao．Abh．Tαf，2，Fig．17～18〕　　　　　　　　　　　　　No，1，PL1，Fig．3〕

　　Sp．2…新種。　　　　　　　　　　　　　　　　　胞子類については次の2型が認められた。
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　4・11　単條粒型、（MonoleteまたはTriplano　spor）

　胞子の外面に1條の溝がある（第5図，16）。

　Eg漉5ε」％7πけpe（P1．2，：Fig．38）〔トクサ〕

　ほ穿球形を示し，大ききは40μ前後である。壁面には

多少ひだがある。美唄層の上位炭層に多い。新種。

　このほか05解％n4αtype，Monol6記5ρ07typeAが

ある。

　4．123條粒型　（TrileteまたはLaevigati　spor）

　胞子の半面には3稜石の形態のようにその中心部から

放射状に3本の稜が走り，他面は扁平である（第5図，

　17）。

　Llygo4彪解type（P1．2，Fig．54）〔カニクサ〕

　大形の3角形を示し，表面の壁は平滑で厚い。最大幅

は60μを示す。登川下6番層に産する。

　近似種：Lα8沈9αあ5ρo匹n6448π∫R　Pot〔pal琶o“t’

　　　　　Z，26，Ta｛．7，Fig．4）

　このほかPolypodiaceaeに属する胞子がある。

　以上は花粉・胞子化石のうちおもなものについて，そ

の形態の特徴と産出する層準および，これまで記載され

た化石種との比較について記した。

　美唄地域の炭層中から検出された花粉は，第1表に掲

げたように植物名の同定できた種類は約40属であるが，

このほかに形態による分類に基づいで分類きれた花粉は

約10型ある。さらに研究が進むにつれて判明する属名

の数は増す見込みである。

　これらのほか変形・腐蝕・破壌等のため明瞭に同定で

きない種類を併せれば，種の単位において約2GO種にの

ぼるであろう。

第1表美唄地域主要炭層中の花粉・胞子化石一覧表
、Table　l　Pollens　and　spores　in　the　Bibai　Coals

」PO孟翻096オ0η

・M％3α

sp・

sp・

4単孔粒（Monoporatae）
86gz‘o乞α　　　　　　　　　　　　sp。

Glツ伽5加うπ5　　sp．
Gプα形伽6¢ε　　　　type　A，C

5，単溝粒（Monocolpatae）
qy‘α5

G’n9乃0

3磁40ρ吻5
Sα6α」

ハ4・n‘吻．一ρ・ll』

Pα1彫α6ψoll．

且解礎yll耐4‘6α6

　sp』

　5P・

　sp．

　sp・

type　A

type　A，B

　sp・

6．3溝粒（Tricolpatae）

5π」劾

Cα5≠副6αF

P1α麺肱3

118諾

sp・

sp、

sp・

sp，1，2

7　3溝孔粒（Tricolporarae）

Fα9％5　　　 　sp。

Ω径61鰯・　　　sp．1，2，3

8。3孔粒（Triporatae）

花　　．粉（POLLE〕N「）

1　4集粒（Tetradeae）

Ericaceae－poll　typeA。B

2有翼粒（Vesciculatae）

Po40‘αゆ％5

，A腕θ5

P魏αI

P乞％5

sp。

sp。

sp・

sp．1，2

3．無口粒（lnaperturatae）

Tα諾0読Z‘万Z

Lα万」じ

T5％9α

Po餌伽5

C歪nπσ”zoη耀吻

1n砂，一．ρoll．

sp・

sp．1，2

sp．

sp。

sp．

typeA，B，C

（ジヤクナゲ科）

．（マ　　キ　　属）

（モ　　ミ　　属）

（ト　ウ　ヒ　属）

（マ　　ツ　　属）

（ヌマスギ属）

（カラマツ属）
（ツ　　ガ　　属）

（ヤマナラシ属）

（クスノキ属）

ハ4ツ7加　　　　　sp．

B伽1α　　　　sp．1，2
Cαゆ伽5　　　　sp．

Co7ツ伽5　　　　sp．
Cα7‘yζZ　　　　　　　　　　　　　sp．

C81廊5　　　　　　　　　　　　　，sp．

T∫伽　　　　　　sp．
T7ゆor．ψoll．　typeA，B，C

E鴛961hα74磁　　　sp．

9多孔粒（Stephanopnratae）
・P孟6ナo‘α7ツ4　　　　　　　　　　Sp．

／11nz65　　　　　　　　　　　　　　sp．　1，　2

U伽麗5　　　　　　　　sp，

10　類散孔粒（Peripp「atae）

　」κglαn5．　、　　sp，

11　Alete
　Al伽一5ρoプ．，

（ミ　ク　リ　属）

（バ　セ　ウ　属）

（セコイア属）
（水　　松　　属）

（禾　　本　　科）

（ソ　テ　ツ　属）

（イテヨウ属）

（カウヤマキ属）

（ヤ　　シ　　科）

（ヒガンベナ科）

（ヤ　ナ　ギ　属）

（ク　　リ　　属）

（スズカケノキ属）

（モチノキ属）

（ブ　　ナ　　属）

（コ　ナ　ラ　属）

胞　子（SPORE）

12Monolete
　O5彫観4α

　Eg痂56顔解

　ハ40πol8渉6－5汐07

13．Trilete

21一（519）

type　A

sp・．

spず

type　A

（ヤマモモ属）

（カ　ン　バ属）

（シ　　デ　　属）

（ハシバミ属）

（エ　ノ　キ　属）』

（シナノキ1属）

（サハグルミ属）

（ハンノキ属）

（ニ　　レ　　属）

（ク　ル 属）

（ゼンマ’イ属）

（ト　ク　サ　属）

〆、



Lツgo4乞z6擁　　　　　　　　　　sp．

五ツ‘Oj≠》04歪π形　　　　　　　　　sp．

Pollyρ04伽‘6α6r5汐07．typeA

地質調査所月報（第6巻第9号）

（カニクサ属）
（一ヒカゲノカツラ属）

（ウラボシ科）

　石狩炭田において従来発見きれた化石葉とこれらの花』

粉・胞子化石との産出状態を比較すると，第2表のよう

に両者間では相当差のあることがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津

第2表大型および小型植物化石産状比較表
　Table2Macrof6ssil　and　Microfosil

　　plants　found　in　the　Bibai　Area

科　　、

Families

名

pTERIDOPHYTA（羊歯植物）
Equisetaceae

Lycopodiaceae

Polypodiaceae

Osmundaceae

Lygodiaceae

（ド　ク　サ）

（ヒカゲノカヅラ）

（ヴラボシ）

・（ゼンマイ）

（カ、ニクサ）

SPE良MATOPHYTA（種子植物）
Gymnospるrmae（裸子植物）

Cycadaceae

Ginkgoaceae

Tax母ceae

P・doc卸aceae
Pinaceae

Taxodiaceae

（ソ　テ　ツ）

（イチヨウ）「

。（イ　チ　イ）

（マ　　　キ）

（マ　　　・ツ）

（ス　　　ギ）

Angiospermae（被子植物）

Salicaceae

Myricaceae

Juglandace3e

Betulaceae

Fagaceae

Ulmacea自、

M6raceae

Nymphaeaceae
Cercidipyllaceae

Magnoliaceae

Lauraceae

Hamlhamelidaceae

Plataロaceae

Rosaceae

Leguminosae

Aquifohaceae
　　　　　　　　、＼
Celastraceae

（ヤ　ナ　ギ）

（ヤマモモ）

（ク　ル　Pミ）

（カバノキ）

（ブ　　　ナ）

（二、　レ）

，（ク　　　ハ）

（スイレン）

（カ　ツ　ラ）

（モクレン）

（クスノキ）・

（マンサク）

（スズカケノキ）

（バ　　　ラ）

（マ　　　メ）’

（モチノキ）

（ニシキギ）

同定きれた属数

Number　of　Genus

化石葉に花粉・胞
よる、子による
Macro　micofo一’
fossi1，ssil

Plant　、plant

1
0
8
1・

0

0
1
2
0
0
2

2
0
2
4
．

3
1
1
1
1
1
3
1『

1
4・

1
0
1

1
1
1
1
1

1
1
2
1
5
3

2
1［

2
5
3
1
0
0

、0

1
「O

Q，

0
0
0
1　’

，0

Aceraceae　　　　　（カ　エ　デ）

Rhamnaceae　　　　（グロウメヒドキ）

Vitaceae，　　　　　（ブ　ド　ウ）

Tiliaceae　　　　　　（シナノキ）

Malvaceae　　　　（ア　オ　イ）

Araliaceae　　　　　（ウ　コ　ギ）

Ala血giaceae　　　　　（ウリノキ）

Comaceae・　　（ミズキ）
Ericaceae　　　　　　　（ツ　　ツ　　ジ）

Ebenaceae』　　　　1（カキ！キ）

Oleaceae　　　　　　（モクセイ）

Caprifoliaceae　　　（ヌイカヅラ）

Typhaceae　　　　（ガ　　　マ）

P・t御・get・naceae（畦ルムシ・）

Graminae　　　　　　（イ　　　　ネ）

Cyperaceae．　　（カヤツリグサ）

・Palmae　　　　　　　（ヤ　　　シ）

Iridaceae　　　 （アヤーメ）

Musaceae　　　　　（バ　セ亀ウ）

Liliaceae　　　　　（ユ　　　リ）

1
2
2
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
0
0
0
1
1・

1
1

1
0
0
1
0
1
0
1
3
0
0
0
1
1
1
1
3『

1
1
0、

化石葉は公表きれた資料による。

花粉は美唄炭中のもの。将来4の属数は増える見込み

である。

　羊歯植物においては化石葉によって識別された種が多

＜，特にWoo4別α7漉α等においてはその詳細が記載き

れている，裸子植物においては，葉の保存が不良である

理由から，化石花粉による方がよりよくその内容を認め

ることができる。、被子植物双子葉においては，花粉の形

が互いに類似す昼種類が多く，各属のなかで種を細かく▼

識別することは容易ではない。これと反対に化石葉では

各種の識別がよく行われ，すでにその多くが記載きれて

いる・単子葉においては花粉粒は非常にょく保存きれて

いるq1

　このように化石花粉・胞子と化石葉とを併せ考えれ

ば，石炭を構成する植物についてわれわれの得られる資

料は大いに増す己

　これらのほかに，美唄本層からは，材部に寄生したと

考えられる菌類の胞子（PL2，Fig・62，り3）が検出さ

れた。石炭の研磨面における顕微鏡的観察においても，

ドリツトト・ヴィトリツトの部分にいわゆる菌核（Sclero－

tium）が散在していることが認められる。美唄本層にお

いては特に菌核が多いということはないが，菌類の胞子
一
は
他 の炭層より も個数において多くみいだきれた。・

　また登川下6番層からは藍藻類に属すると思オ）れる植＼

物遺体（PL2，Fig．61）が検出きれた註26）。

．註26）この遺体は群体をなしておらず，円筒状の細胞14個から構成き

　　れている糸状体である。
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　　　島／／6〃

　　　花粉組威

ρo舵〃∂〃♂助o沈∂

花粉．月包子比率

○．

聾珊診

癬⑲！

Fig。

．㊤繧騰・

炭

柱

図

縮

尺

詔o‘仰

0

第6図　炭層別含有花粉・胞子化石ス碧クトル肉表

6
　spectra　in　the　known　coal　seams

　　　が

目⊥

Graphical　representation　of　pollen　and　spore

5．花粉・胞子化石の暦序的分布傾向

　前記のように1炭層を代表する混合平均試料を分析し、F

て，そのなかに含まれている化石花粉・胞子群の内容を・

まず朋らかにしたが，次にこれらが炭層別14どのような

含有傾向をもつているかを調べる必要がある。

　その表示の方法として炭層別含有花粉・胞子化石スペ

クトル図表（第6図）・特徴種の産出層準表　（Rすnge

Chart）（第7図）・含有花粉・胞子化石組成分解図表（第

8図）等を用いた。

　第6図は，炭層中に含まれる花粉・胞子化右群を，A

P，NAP，VP註27）に分けてこれらを顕微鏡の視野下で計

数し，おのおのの総和（ΣAP，ΣNAP，ΣVP）の相対的

な割合を扇状図形によつて示したものである。また花粉

200個を数える間にみいだされる胞子数は，顕花・陰花一

両植物群のある割合を示しているので，これを右側に図

表した。これは炭層を特徴ずける1つの試みである。

妬∂義層 図
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　　第7図　主要花粉・胞子化石炭層別産出傾向図

Fi＄・7Stratigraphicaldistrlbuti・n・fp・11enand

　　sporeintheknowncoa玉seams

美唄4番層
　試料を採取した炭層では美唄層のうちの最上位である

が，下記の化石種が含まれている。

1，，Ericaceae　type （cf、T6ケ吻ゑ・ll，‘αllぎ・

‘伽5R。Pot，）

註27）註22参照。Σはおのおのの種類の総和を示す。
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，炭層

CoalSeam

　　工

Erlcaceae－

　　type
〔Tetrad．）

　　　工［

乃κoψ卿一乙∂r灰

　　　type
　（lnap．）

　皿
ρノ加5’綴お

　　type
（》esic．）

　　　四
　〇グ8κ‘／5－

　　　　type
（Tricolpon）

　　V
／／8κ一

　　type
（Trlcolpon）

美唄　4番層
β0　／罵o，4

』

〃　　3番層

θ0　／Mo．3

〃1　2番層
β0　川o，2
〃　　本　層

θ0　ノソ∂ノカ

登川下6番層
／％∠　〈り．6

〃　下7誉層
ハ／∠）乙ハ／0．7

〃　下8番層

くめ∠以08
払　下9誉層

く竹∠　／VO3
〃　下10番層

く必∠ハ妙／0

〃　下11番層

く偽乙／吻，11

〃　下12香層・

ハ必乙／吻72

　　‘2　　　　　　　　　30％

　　　　　　Fig．8

2，P伽type　　　（P・5蜘65≠7・ガ吻吻・7

　　　　　　　　　　　　　Rudolph）

3，5と翅・ρ勿59type

4。Lσ擁諮type　　一　　　　　（cf．L．〃z‘zg刀郷R．Pot，）

5・無・4伽type　（T・惚解5R・P・t・）

6．1η‘ψρol孟．typeB

，7。369麗・如type　　（cf・3・ρ・1殖・プ卿・郷9）

8・堰・n・柳・1乙｛盤（cf・漁n・姻）

9・116ヂtype．　　（1・闘9　惚麗5R・P・tl）

10』Monocotyledo血eaetγpe（cf。Po如解ogθ云on）

11。　3α1∫諾type

12，Ω躍‘銘5type　　（Ω鰹ε・ゼ4ゼ∫65倣プ。h齢

　　　　　　　　　　　　　万‘づR．Pot。）

13．F‘zg％5　type

14・Cα7ツαtype　　　　　　（cf・C・sガ〃z2う1召諾R・Pgt．）

15・Cの1銘5，type

16．C卿伽3t夕pe

17．丑1編typeSp．1　（且．K6伽吻n・漉rTh．

　　　　　　　　　　　　　郷on）

　　　　　　　　　　　　　（A．5卿漉5W。d6h。use）’

18．Ul耀5type
19．P∫670‘αηy‘z　type　　　　（P．7ho〃わ1ズ‘z　Sieb．et　Zucc）

20．　J％gJαηε　type

21．Lッ‘oρ04f％形、type

22，IT7116云85ρ・78type

23，　05”zε6n44’type

第8図含有花粉・胞子化石組成分解図表
D圭ssolved　pollen　diagram　of　the　known　coal　seams

　（第6巻　第9号〉

　　　　　　　　　　24・Eg解56渉㈱type

　　　　　　　　　　25．　Mono7α4，　5メ》07θ　ty’pe

　　　　　　　　　　　　　　　（ハ4．ゐαα74廊R。Pot．）

　　　　　　　　　　26．Polypodiaceae　type

　　　　　　　　　　27．Fungi　spore

　　　　　　　　　　　順序は形態分類順。以下各表同じ。

　　　　　　　　　　　綜合分析の結果ΣAP，ΣNAP，

　　　　　　　　　　ΣVPのおのおのの割合は68：26：

　　　　　　　　　　6で，胞子と花粉の含有比率註28）は

　　　　　　　　　　1、7．5である（鎗6図1a，b）。ま

　　　　　　　　　　た9κ6繊5type（Ωκ6r鰯の1ま

　　　　　　　　　　かCupliferaeに属すと思われるも

　　　　　　　　　　のを含む）の花粉に総数の29％を占

　　　　　　　　　　め，丁砿o漉π形等の無口粒型に属す

　　　　　　　　　　る針葉樹花粉は約14％を示してい

　　　　　　　　　　る。美唄層中の炭層としては胞子の

　　　　　　　　　　含有量が多く，赤平地域の羊歯層の

　　　　　　　　　　炭層中の含有数に近い。

　　　　　　　　　　　美唄3番層’，

　　炭層は4番層と同じように縞状炭をなしているが，次

　の化石種を含んでいる。

　1．P伽5type
　2，，1n妙．ρolZ．type　　（cf．Mon6cotyledoneae）

　3。1n妙，ρ・Jl，type　（cf．．3‘翅・ρ勿5）

　4・341魏type

　5・Cα56伽6αtyp年　　　　　一．　　　　　　　　じ

　6．Ω雌粥type　　（cf．9．紘プ・h8n禰R。P。t．）

　　　　　　　　　　　　　　（9．h6n沈∫R．Pot．）
－
7
． Fα9％50type

　8，Cα7ツαtype

　9．」ηgZαn3type

10．T7ゼ1伽5ρ07，type

　　ΣAP，ΣNAp，ΣVPの相互間の割合け80：16：4・で1

。胞子と花粉の含有比率は1：12である（第6図2a，b）。

　　Ω％εr‘％5typeは16％を示しているが，Tα諾64伽郷一‘

Lα7魏groupは24％で比較的多い。

　　美唄2番層

　前記の2炭層に比較して來みが少なく，輝炭部が多い。

分析した結果このなかから産出した化石種は次のもので

ある。、

　ユ．Ericaceae　type　　　　　（cf．E．6万o伽5R．♪ot，）

2・繊5type　・　（且・雁一1卿5R・P・t．）
　3－P伽％5type　　　　　　　（P。5∫1麗5孟アo躍67Rudolph）「

4・P・4・‘4吻5type9．

　註28）、前頁参照。
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5．　Tα」04’z6彫type

6．1η砂ρoll．type

7．1π砂ρ・ZZ．type

8．　ヱ匠onoρor　∫》olゐ　type

9．M・n・ρ・ゆ・11』type

10．，、Glツμ05渉プ・伽type

11．丁痂oZ．ρoZl．type

’（cf．T．h歪‘z孟％5R』Pot．）

（gf・Poρ吻5）

（cf．PO孟㈱096診0π）

（Poaceae9）

12．丁吻1。ρ・li，type・

13．1勉帥esp．1

14．118諾type　sp．2

15．Ωz紹7‘z63type　sp．2　　（Ω。n∫‘70h6nκ¢R。Pot．）

16．Ω．type　sp，1　　　　　　（9。hon万‘∫R，Pot、）

17．Ωl　type　sp．3

18．1擁‘o砂，φoll，type　．（cf。Compositae〉

19．　B6孟％1αtype　　　　　　　　　（B6孟z4α‘604》oll．　6露z6髭％5

　　　　　　　　　　　　　　R。P・t．）

20．　En981hα74fα　type

21．ハ4ごy7’‘αtype

22．Zllnz65　type　　　　　　　　　　（ノ玉．　5孟6phαno2う07メ》o〃．

　　　　　　　　　　　　　　躍5π5Rt．P・t・）

23．　Jz6glαn3　type

24，05灘nゐtype，　（T7伽4．5ρ・プ．勿脚吻5

　　　　　　　　　　　　　　Wolf）

25．T7づτα45メ》or．　type

26．　Egz毎58ψz‘形type

　ΣAP，ΣNAP，ΣVPの割合は61：34：4で，相当

NAPが多い。胞子と花粉との含有比率は1：62である。

潤葉樹中には9昭掬鰐以外のものが多い。

　美唄本層

　美唄層中の最下位の炭層中では最も厚く，坑内におけ

る観察でも堆積状況の変化性が少なく，暗炭部が多い。

下記の化石種がみいだきれた。

　1。Dyad　type　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

2・耳・iとaceaetype倉　1鍔：雲乙盤贔麗）・

3・、T6伽⑰・I」・type

4。Pどnz68type

5．Lα漉type　　　　（L副60翅孟85伽gn麗5

　　　　　　　　　　　　　　　R．Pot．）

6．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pot．）

7．

8．

9臥

1Q．

11．．

T4∬04ぎz6”z　type

1吻『汐・ll．typeA

贋・nρρ・7、ρ・ll・type

ハ40no』かor　メ》oll．　type

S6gz‘oガα　type

C伽α形・灘解type

（T．7漉面ブ而5Thomson

＆l　P　flug／S‘zl♂諾）　，

（T．ε4郷％η4歪R．Pot．1A74」如）

（1，ぎ伽‘％5R．Pot．）

（T．h歪α伽5R．

（cf，Monocotyledoneae）
（Gramineae）
（cf．ハ4％5α）

（Po如脚〃8勉）

12，Cツ‘α56rG歪吻・type

13．54観type

14．Mono‘o砂Poπ。typeA
15．116∬type　　　　　　　　　　　（1。ぎ1毎‘zおR．Pot．）

16．　C43言αη6α　type

17．丁万‘ひ1ρ，ρoll．typeA（cf．T．蜴α794擁如伽5

　　　　　　　　　　孫　　R，Pot．）

18．ハ4αgnol’α　2　type

　　　　　　　　　　　　　　　（9．h6n76廊、R穿Pot．）
19・Ω％6榔type　　（Ω。鰍。h召n枷R．P。L）

20．8α鷹、type

21．　B8孟％14　type

22．Cα7ζyαtype　　　　　　　　（C．5劾zμ6諾R。』Pot。）

23．Fα9π5type　，　（盆．ρ58π4・‘耀α嬬R，

　　　　　一　　　　　　　　Pot，）’

24．Cαゆ伽5type　　　（cf．3卿hαn・ρ・ゆ・ll。

　　　　　　　　　　　　　　　αzプρ勿o躍65Pflug）

25．∠Lln鋸5　type　　　　　　　　　　　（S診6メ》h‘zπo∫》07∫》oll．

　　　　　　　　　　　　　　　泥r5％5R．『Pot．）1

26．U伽鰐type
27．』Pψ670‘σプツα　type

28．J％g伽5type

29．　σα1歪％解　9　　type

3σ．T7加45ρ・7，type、　（cf。Lツ9・4嬬）

31．Lツ‘・ρo読㈱type

32．T7加45ρ・r。type　（cf．P・1yわ・diaceae）

33．05ηz㈱4αtype　　・　　　（0．pπ形α7伽5wolff〉

34．　E（～z躍56渉π解type

35．ハ4σno少075ρor．type

　ΣAP，ΣNAP，ΣVllの割合は70：28：・2で，ΣINAP

はほ買美唄層共通の割合を示しているが，胞子と花稀と

の比は1：3．5を示している。これは美唄本層のみが特

に胞子の多いことを示している（第6図4a・』b）・

　また美唄本層中にみられる5α加1，M％5α，C’nnα卿伊

勉％郷，C欝硲等の暖帯種が示しているように，美唄層

独特の傾向がある。

　登川下6番層

　登川層中の最上位の炭層であるが，下記の化石種が含

まれている。

　1．EricaceaetypeB　・　　（E．、‘41耐％5R』Pot．）

2・Ericacrae・typeA　．（E・87伽R・
　　　　　　　　　　　　　　　Pot，／「Vαρ‘カz勉”z）

　3．　Cyrillαceae　pollen　type

4．乃ρ加type1

　5，」P〃zz65type　　　　　　　　　　（P．5ゼ1”65孟rof46rRudQlph）

『6．且房65type
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7．P漉α、type

8．Lα廊typel

9．Tα灘・4伽type’　　（T．h∫燃R．Pうt．）’
10，56卿αtype、

11．　Glツρ105≠ブ6z65』type

i2㌦M吻・仰I」。type（cf、C一）

13．5伽ltype　　　　（翫δα1・漉孟65α7801伽51

　　　　　　　　　　　　　　　R．Pot，）

14．Sα勧typesp．ユ

15．Ω麗ε7‘％5　type　sp．2　　　　　（Ωz昭r‘oど4髭召5・　”z∫‘ro一一

　　　　　　　　　　　　　　　h6nr獅R．Pot．）

16．Ω躍‘％5typesp。1’（Ω．h6轍∫R。POt．）

17・勘ん卿吻・ll・type（cf』U伽5）1
18．Alnus　type『sp．2

19．　B6々61α　type　－

20．Cαηyα，type　　　　　　　　　（C．5∫解ρ18灘R．Pot．）

21．・J％glαn5typ。．
’
2
2
． 05襯n4αtype
23．ハ40πol6孟8　5ノ）07．　type

24．丁擁16陀5ρ・7．．type　　（cf，Lッ9・伽解）

　ΣAP，ΣNAP，ΣVPの割合は78：9：13で，胞子ξ

花粉との比は1：5を示す。特徴種としては3α6α1が

みいだされるほか，Ω娚7‘鰐t頭eを示す落葉性潤葉樹

類の花粉が総数の43％砺悶立つている・

　登川下7番層

　本層を稼行中の2坑の坑内において採取した試料中に

摩記の化石種が含まれている9

L　Dyad　pollen　　　　　　　（cf．奔marillidaceae）

1：’謙器y㌧、（瓦惣5R？・恥t）

4．Lα7云r、type

5・1吻ρ・Zl・jype

6・・n砂P・I」・type　｛1：1：ぎ艦畠e）

7．Glツμ・5渉70幡type

8．Sα6α1戸tvpe

9．Cツ‘α5type

10．　Gガnゐgo　type　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　＼

エ1，Ω雌％5type　　．（Ω．h6ア卿瓦P・t．）

12・Ω　‘％5tγP今’　（Ω解‘70h6吻RPoL）’
13．　1749・％5　type

14．B6云z61αtype

15．丁吻1舛・ρ・ll』type

16．Cα矧αtype

　　　　　　　　　　　　　『17．　ハ4’ツ穴∫‘αtype

18t　Cε1廊5type

（第6巻第9号）

19．且ln％5type　　一　（A．K61診r吻n朔87

　　　　　　　　　　　　　　Ru401ph9）

20．」％glαn5type

21．05徽n4αt如e

　Σ！、P，ΣINAP，ΣVPの割合は79，＝6：15を示し，胞

子と花粉との比は1：53である・，

　登川下8番層

　薄層であるが，含まれている化石種には下のようなも
のがある．

1・Ericaceaep・Ilen　、（E。‘αll痂5R．P・t・）

2．T8診プ‘τ4ノ》oll．　type

3．」P’nz65type　　　　　　　　　　（」P．諒1η65護70∫467Rudolph）

4．Tα諾・4ゴ伽type’

，5．1槻ρ汐oll』1type　　　　（cf．Monocotyledoreae）

6．1n砂汐oll．type一　　　　（Grami血eae）

7・M・η・ρ・ゆ・ll・type　（cf！M靱）

8』3αδαltype　　　　（3，α76・1卿5P．P・t．）

9・Ω研‘麗5type　　　（9・吻痂ずR。P・t．）

10。丁吻吻oブ．汐oll，type　（cf．ル41ぢα）

11．Sα伽type

12．ハ4”‘αtype

13．伽5type　　’（4．雛枷n・吻

　　　　　　　　　　　　　　Thomson）

14．U伽麗5type

15』E卿5伽勉type

　ΣAP，ΣNAP，ΣVPの比は70：・19：11を示し，胞

子と花粉との比は1：16である。

　登川下9番層、』

　爽みが少なく，上盤は細粒砂岩である。含媒の部分が

炭層の上部にある。

　本層南からは次の化石種がみいだきれた。

1，Tetradp。llen1

2．Ericaceae　type

3．P伽5type

4．Lαプ廊じ』type

5，Poρz〆％5type

6．1π砂．Pollムtype　　（cf．丁砿・漉㈱）

7・Sε9麗・顔γpe

8．Glツμ・5渉7・伽5ぞtype

9．118∬type』　　　　　　　　　　（1。客1裁‘z65R．Pot。）

10．　Cα5渉αn6α　type

11，Sα1動type

12．，Cッ螂9type

13．αnた9・ type

14．Ω％6r‘％5type　　　　　　（Ω．h6n万‘∫R．Pot．）
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15．Fα9％5typeP

16．B8々61αtype

17．1Mα漉αtype

18．Lゆ痂励α7type
19，　」％gJαn5type

20．！生lnμ5type

ノ

（且．舵プセプ5観πo沼67

Thomson）
211Tプ」1膨5ρ・7．type

22・恥酪6≠㈱type

　ΣAP，ΣNAP，ΣVPの比は85：7：8で，胞子と花

粉との比は1：29である。この層にはMα716α，五∫9漉・

4α励僻等と思われるほかの層にはあまりみられない種

類が含まれている。．

　登川下10番層　　ド

　炭層は輝炭部が多いが，そのなかから検出された化石

種は次のようなものである。

1．Ericaceae　pollen　type

2．P伽Ptype　’　（P，5伽6蜘伽R“
　　　　　　　　　　　　　　4・1ph）

3・1柳ψ・ll・type　　（cf・C・nifer）

4．1n砂』汐・ll．type　　（cf．P・厩脚98伽）

5．5卿伽帥e
6．　Sα6αl　type

7．　」Mαgnol∫αtype

8．丁痘‘olp．ρoll．typeB

9，T7ゼ‘吻ψ・ll。typ曼　（cf。σ卿伽5）

10．Ω％67‘z∬一type　sp．1　　　　（Ω。h6n万‘ゴR．Pot．）

　　　　　　　◎sp．2　（Ω．倣7・h・n7伽R．P・t）

　　　　　　　　　sp．3

11．Tプψoプ．ρoll。typeA

12，116∬　type

13．F勾麗5type

14．！生7・α1∫α　type

15．ノ11nz65type

16．U伽麗5type

17．　05解πn4αtype

18，ハ4’o力oJ6孟6Sメ》or．　type　　　（cf．Polypodiaceae）

19。丁万1伽Sρ07。type　（Lッ‘・ρ・4伽解）

　ΣAP，ΣNAP，ΣVPの割合は78：9：13で，胞子と

花粉との比は1：4である。

　登川下11番層

　現在稼行中の炭層で，登川層のなかの炭層では最も厚

く，主要視されている。その最上部と最下部に含媒部が

ある。，この炭層中から検出きれたおもな化石種には次の

ようなものがある。

・。E繍8α6誰会一』1翌：・灘欝識～）、

　2．　T¢渉7‘z4』≠》oll．　type

　3．　」Pづ‘6αtype

　4．Gカz為90type

　5．qy‘α5type

　6．1ンα7」躍type

、7．Glツμ・5孟7伽5type

　8，Mon砂oプpoZl．type　　（cf．Gramineae）　　，・

9．ハ40㎜ρoプpoZJl　type　　（M．5∫罐Wagiger。）

10．11θ灘type　sp．　1

11．　1．　type　sp．　2

12．Palmae　type

13．　SαみαJ　type

14．ハ4αgnol毎type

15．5α1魏type、

16．Tブ∫‘吻．ρ・Zl』type

・17』9％6聯typesp．1　（Ω9［h6漁R・、P・t・）

　　　　　　　　　　sp．2　（9．倣7・h6π禰RP・t・〉
　　　　　　　　　　怠P．3・（丁吻」ρ・．ρ・」1，勧吻一

　　　　　　　　　　　　　　　顔5歪5Thoms）’

18．．C・7吻5type

19。F49％5type

20．　13β渉z61σtype

21．C‘z56αnαz　type

22』Cα7ツαtype

23．IA伽5type　　　　　（．A．脚ノor5ρθ磁65Wo・

　　　　　　　　　　　　　　　dehouse）

　　A．type　　　　（A如伽5渉8痂・漉r
　　　　　　　　　　　　　　　ThomsOn9）

24．　JμgZαn5　type

25．　」P診6ro‘α7ツα　type

26．　T7μ6孟6　5Po7．　type

27．　05形％n4α　type

　ΣAP，・ΣNAP，ΣVP’の比は80：11：9を示し，胞子

と花籾とゐ比は1：11である・

　登川下12番層
　登川層中の最下位め炭層で，三ノ沢の露頭から採取し

た。試料中には次のような化石種がみられる。

1．P伽5type　　　　（P．5伽5孟7・漉7Rud・1・・

　　　　　　　　　　　　　　　ph）

2．助ぢθ5type　　　’　『

3．丁岬伽形type

4．丁砿0漉醐type

5．1η砂ρoll．type

6．　S召9％o廊z　type

（1％妙ρoll。4銘伽5R

Pot，）

　　　　　ざ
（T．伽砂漉5Wodehouse）

（cf．Gra血ineae）

（S89％oゴo勧哲83ρ吻ゆプ・

27～（525）

’



7．ハ40no‘olρtype

8．　116∬type

9．　3α1づ諾type

19。Ω％ε繊3tyかe』』

11』　Ωz紹7‘z65　type

12．17‘zgZご5type

乳3．ρ・耀3type

14．Eng61hαプ4躍‘z　type

15．T’1伽type

16．　Cα7ツ‘z　type

17．　41η％5　type

18，Ul解％5type

19．MOηoZ6∫θtype

20．Polypodiaceae　type

21．05灘π磁type

22．Lツgo漉㈱type

地質調査所月報（第6巻第9号）

〃zo5％5Thierg．）

（cf．Monocotyledoneae〉

（1．∫窃‘z‘z65R。Pot．）

（Ω．万z2‘70んεη擁‘∫R．Pot．）

（Ω，、h8π万‘∫R．Pot．）

（F．卿観・惚9μ5RP・t。）

（Co7nα‘θoゆoJl汐67形％一

1α万麗ぷR．．Pot．）

（Eng6Zhα74だ‘τ　”毎‘ro一

‘oηy汐h6％5R．Pot。）．

（C．5卿Z魔R．P・t．）

（，A．鰭砂1α遡％5RP・t、）

　ΣAP，ΣNAP，ΣIVPの比は82：

粉との比は1：8である。

　以上各層から産する化石種のおもなものを挙げたが，

さらに花粉群の含有傾向を炭層別に明らかにするため，

産出した化石群のちちから，

　近距離に分布し，形態が特徴がありその消長がよくと

らえられる種類（1）

　針葉樹類で，、や＼寒冷気候において生育するのを普通

とする種類（皿）

．有翼型で飛翔力が大きくその個体数の消長がよくと．ら

えられる種類（皿）

　双子葉植物でこの地域の炭層中に多産する種類（N）

　虫媒花でごく近距離に分布し，消長がよく示きれる種

類（V）

などに分けて第8図に表示した。

　1およびVの群は炭層の堆積時の盆地周辺の植生の特

長の1部を示し，∬，皿，1Vの群は量的の消長によつて

炭層対比の1資料として考えて行きたい。

（ム∫185‘zω50f465Rudolph）

　　4：ユ6で，胞子と花

6・微植物による炭層の堆積環境

（植生と気候）についての1考察

　前項までに美唄炭（登川・美唄両層中の石炭）Fを分析

した結果を示したが，これらの炭層の堆積時の植生の変

化は1炭層を垂直的に細かく分析すれば明らかとなろ

う。しかしその結果は石炭中に含まれる花粉群の実態を

示しているものであつて1炭層堆積時の盆地周縁の植生，

をそのまま反映はしていない。すなわち花粉・胞子の分

布，堆積に関係のある諸要素の吟味が必要である。

　花粉の分布状態はこの炭層の花粉分析値を解釈するう

えでの根本的な要素であり，現生植物では風力や風向あ

るいは開花期が花粉分布を支配する重要な因子となつて

いる。しかしながら炭層の花粉分析の場合は地質時代1ご

おける細かい気象條件の変化がとらえ難いため，花粉の

風向，風力等による異常分布傾向は一応考慮外におくこ

とにした。

　花粉の1樹木あたりの生産量にっいては註29），

　P∫nz多5＞Co7ζyl彫5＞．Aln％5＞β6伽1¢＞Cα7〆郷5＞且房65

＞P卿α＞Fα9螂＞Ω雛7側5＞7漉α＞の順であること、

が植物生態学上知られており，また飛翔距離註30）につい

ては，

　P伽5＞C・7蜘5＞Ω麗6蜘5＞P∫6プ・催ツα＞F7α諾伽5

＞Cα7μn％5＞∠Lln％5＞．B6孟π1α＞且房65＞G7朋z∫n6αo＞

3α1魏＞50ブ6郷＞1泥諾の順となつている。

　花粉の保存きれる度合は種類によつて差があり，針葉

樹花粉は粒の外壁が厚く腐敗しにくく，こと年有翼型

（Vesciculatae）において著しい。また現生緯物の花粉

について実験を試みると，彪glαn5，P卿・‘曜粥等は

空中においても速やかに腐敗しやすく，草本類の花粉は

外壁が薄いため破壌されやすい。

　とれらの点を考慮しつづ美唄炭の分析結果を吟味して

みると，残りにくいと考えられる‘2昭7碗5が各炭層と

も花粉総数の30～40％を占め，これに他の落葉性潤葉

樹類の花粉を加えると60～70％を示すに至る。これは

そこに表現された以上に1‘2粥r‘螂，，Fαg鰐等の樹木種

が堆積盆地周縁に多かつたか，または草本類の花粉が残

りにくい環境にあったかのいずれかである註31）。しかし

針葉樹はいずれにしても少量である。

　118諾，M％5α，3α6α1，C伽nα窺o万z％勉等は分布範囲も

狭く，Ω鰐プ錫5，」P伽俗等のように全般的’に大量に分布

する傾向はない。そのためある炭層のある部分にそれら

の産出が限定きれることがある。分析の結果をみると，

美唄本層から登川下7番層に至る間にハ4郷α，3訪α1，

Cッ廻5，C伽％脚解％形等の暖帯性註32）の要』素が集中し

、ており，V群註33）（116∬その他の局地的分布を示す虫媒

花）もまた登川下7番・下11番に多くみられ，美唄層

堆積の初期と登川層堆積の終期には温暖期の存在がある

註29）大＞小
註30）異常気候をのぞき年間における平均分布範囲を示す。

註31）喬木（AP）・非喬木（NAP）両者の数攣は相対的奪ものであ
　　るから・一方が異常に小ならば他方1ま過度に大となつて表現きれ

　　るo
註32）現生植物の分布を基礎として考える。

註33）第8図参照

28一（526）



北海道石狩炭甲空知地区美唄地域1こおける羊要炭層の花粉分析報告（徳永重元）

ように考えられる。筆考はこの傾向を水平的に追うこと

によつて大単位の炭層の対比の手掛りをとらえうるので

はないかと考えている。

7．結　　語

　（1）石狩炭田空知地区における主要炭層の花粉分析研

究におい亡，最初には概査的な方法を用いた。

　（2）石炭の処理法についてはSchultze改良法を用い

たが，多少考慮すべき点があり，次回からさらに吟味し

て行うつもりである。

　（3）試料の取り方については炭相（暗炭・輝炭・爽みー

等）の単位ごとに行つたが，その結果をみても相当明ら

かな各層別の差がみいだされた。　．

　（4）含有する化石花粉・胞子については，一応植物分

類上の名称に基づいてその型に類似したものを一括して

一typeで示したが，他方化石種としての記載を進めつ

つあるので，別の報告においてこれらと対照して再定義

したい。　、

　（5）空知炭田の各炭層における基本花粉図表を作製す

ることを当面の目標としているが，1炭層中における花

粉群の変化性の実態も概査と平行して行わねばならな

い。それには今回の概査によつて特徴があ，ると認められ

た炭層（例えば美唄本層・登川下7番層等）を重点的に

取上げ，これを水平的に追跡して行く方針である．

　（6）これまでに石狩炭田空知地区の4カ所において試

料を採取したが，留繭炭田昭和および両竜地域において

も主要炭層の試料採取を終り，蹟次その結果を報告する

予定である。

．（7）目下“石炭の原植物の研究”という課題のもとに

大型植物化石葉の研究者と互に協力しあつて研究を進め

ているが，両者の資料を合せるとき現在までに知られて

いる以上の多くの新事実が明らかとなりつつある。

　　　　　　　　　　　　（昭和28年7月調査）
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図　　版 説 明 （Explanation　of　Plates）

第1図版（Plate1）
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（313）
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（213）

略語　BC＝美唄層（Bibai　Formatlon）Nb＝登川層（Noborikawa　Formatio取）

　　　　L3二下3番層（LowerNq．3Coal　Seam）M＝本層（MainCoal　Seam）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
図版はすべて500倍の倍率をもつて撮影。

All　the　figures　are　from　untouched　negatives．・1The　mag旦if呈cation　for　all　is500，
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第2図版（Plate2）

型

Type

Fig．34。

　　　　35。

　　　　36．

　　　　37．

　　　　38，

　　　．39．

　　　　40．

　　　　41，

　　　　42．

　　　　43．

　　　　44，

　　　45．

　　　　46。

　　　P47．

　　　　481

　　　　49．，

　　　　50．

　　　　51．

　　　　52．

　　　　53．

　　　　量54．

　　　　55．

　　　　56．

　　　　57，

　　　　58．

　　　　59．

　　　　60．

　　　　61．

　　　　62．

　　　　63．

　　　　64．

　　　　6す，

＼

Corメ％5

丁万ω砂．ρoZl，A

qy‘α59

Cツ‘α59

Egπ魏伽郷

丁7ゆorρoll．A

Cσ7‘y‘z5P・1

λln麗5sp，2

U伽％5

∠吐ln％5　sp．　1

0α7μn％5

丁万‘01り1ρoZl．B

J％glαn5

J％glαη5・

P孟270‘α7ツα名P．1

0α7ツα　sp．2

B伽Zα　sp．3

M‘y万‘α』

oα76灘

ハ4％5α

Lッgo4伽勉’

Mono汐07ρolらA

lnσρρoll．　A、

ハ40noρ07ρolJ．B

1παρρoll．B

Mon？‘olρρgll・A

PO如解096∫on

Algae　gP

Spore　of　Fungi

Spore　of　Fungi

Monoρo砂oll．type

．M・卿・プρ・ll・type

炭層
Seam

NbLll

BCM

BCM
BCM
BCM．
NbL10

BCM
寅bL6
NbL8
BC　4
NbL10

NDL10

：NbLll

NbLll

BCM
BC　4

』NbL6

BC　2
N’bL6

BCM
NbL6
BC　4
BCM
BC　4
3c4
BCM
BCM

NbL6
BC4
BC　4
BCM
’BC　2

標木番号
　　　Slide

373－65（281）

104－6（139）

104－8（142）

104－16（151）

104－54（154）

273－30（173）

104－53（153）

133－71（214）

234－16（314）

3－42（250）

273－　8　　（170）

273－4（169）

373－16（242）

373－53　　（274）

104－26・1144）

　2－34（114）

133－25（189）

94－50（307）
133－67（2i1）

104－35（148）

133－22（188）

　3－38（133）

104－441156）

2－13’（10蚤）

　2－50．（118）

104－9（140）
104－64　　（162）

133』271190）

3・3＜125b）

　2r70（123）

104－3（137）

94－5（287）
　　’1

32一（5含0）

　　　　、

＼



地質調査所月報　6＝9　附図1＿1

／

灘i

　　7

3

隷、

嚢＿
　　　　4

　9

難

鑛

5

2

6

　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　／2　　／3　　／4　　／5　　／6　／7　16

o

2／

20　　4〃μ

　　　　　　　　　　　24
　　22　　　　23

28 ” 30

　25　　　26

鷺、癒

　　　　　32

1／

／、9　　　20

鐵，

　　2Z

　　　　　　　　　33
Photo．by　S．Tokunaga＆T，Onoe



地質調査所月報6＝9　附図1巴2

　　諮34

癒

詔 39

整

40

50 57

、55

6ノ

52

56

轄・

62

　46　　　47　　　あ

63

57、

0　　20

”

58

64

4乙μ

鑛

43

∬

54

翻

　　　　∬
Photo．by　S．Tokunaga＆T．Onoe




